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北
野
天
満
宮
瑞
饋
祭
に

つ

い

て

の
一

考
察

　
　

　
　

宗
教

儀
礼
の

展
開
を

中
心
に

ー吉

　
野

肯

了

　
一

　

本

稿
の

目
的

　

本

稿
で

は、

北
野
天

満
宮

瑞
饋
祭
に

つ

い

て、

瑞
饋
祭
の

展
開
1
瑞
饋

神
輿
の

成
立

1
と、

祀
り
f
と

さ

れ

て

る
西
京
神
人
の

近

世
期
に

お

け
る

展
開
1

「

神
職
化
」

1
と
の

関
係
に

つ

い

て
、

『

北
野
天

満

宮
史

料」

に

表
れ
る

西
京

神
人
の

祭
礼

形

式
と

瑞

饋
祭
の

形

式
を

比

較
す
る

と

と

も

に、

近

世
に

お

け
る

神
人
等
の

動

向
を

考
証
す
る
こ

と

で

関
係
性
を
明
ら

か

に

し
て

ゆ

く
。

　
二

　
瑞
饋
祭
と

西

京
神
人

　

現
在
の

瑞
饋
祭
は

芋

茎
で

屋
根
を

葺
き、

野
菜
・

草
花
で

飾
り

立

て

た

瑞
饋
神

輿
が

西
ノ

京
周
辺
を

練
り
歩
く

祭
り

で

あ
る

。

こ

の

祭
り

は
、

北

野
天
満

宮
に

属
し

た
襾

京
神
人
が

行
っ

て

い

た

私
祭
で

『

北
野

誌
』

に

よ

れ

ば

北
野
天

満
宮
創
建
以

前
か

ら

行
わ
れ

て

い

た
と

い

う
由
緒
を

持
つ

。

本
来
は

新
穀
蔬

菜
を
奉
る

豊

穣
の

祭
り
で

あ
っ

た
が
、

神
饌
が
次

第
に

華

美
に

な

り、

慶
長
の

頃
に

は

神
輿
型
に

新
鮮
で

用
い

る

新
穀
蔬

菜
を

用
い

現
在
の

瑞
饋
神
輿
の

原
型
が

で

き

た

と

さ

れ
る。

　

祀
り
手
で

あ
る

西

京
神
人
と

は、

『

北
野

誌
』

に

よ
る

と

北
野

天
満

宮

に

属
す

る

神
人

で、

西
京

（

現
在
の

左

京
区

西
ノ

京

周
辺
）

に

居

を

構

え、

七
つ

の

神

供
所
に

分
か

れ
て

神
供
調

進
・

祭
礼

供
奉
・

雑

役
負
担
等

を

神
役
と

し

て

勤
め

た

人
々

を

言
う

。

一

側
面
と

し
て、

麹
座
神
人
と

し

て

も
著
名
で

あ
り

小
野
晃
嗣
・

網
野
義
彦
ら

に

よ

る

研
究
で

経
済
的
特
質

が

論
じ

ら
れ
て

い

る
。

近
年
で

は
三

枝
暁
子
「

神
人
」

に

よ

っ

て

近
世
期

の

『

北
野
天

満

宮
史

料
』

か

ら

私
祭

を
行
う

神
人
に

着
目
し
、

神
人
の

「

神
職

化
」

が

指
摘
さ

れ

て

お

り、

こ

の

よ

う
な

「

神
職
化
」

が

西
京
神

人
の

存
続
を

保
証
し

た

の

で

は

な
い

か

と

論
じ

ら

れ

て

い

る
。

　
三

　
近
世
期
に

お

け

る

展
開
ー
瑞
饋
祭
と

西
京
神
人
の

関
係
性
−

　

考
察
の

結
論
と
し

て
、

瑞
饋
祭
の

展
開
は、

近

世
期
に

お

け

る

西
京
神

人
の

展

開
ー

神
人

存
続
の

た

め

の

画
策
1
と

関
係
す

る

も
の

で

あ
っ

た
。

西
京
神
人
は

神
供
調
進
・

祭
礼
供
奉
な

ど

の

勤
め

る

人
々

で

あ
っ

た
が、

各
保
に

寺
院
を

持
ち

独
自
に

寺

院
運

営
を
お

こ

な

う
祭

祀
者
で

も

あ
っ

た
。

そ

の

神
人

達
が、

文
安
の

麹
騒
動
を
切
っ

掛
け

に

存
続
の

危

機
に

直

面
し

た

後
に
、

北
野

社
と
は

関
係
な

く
「

御
旅
所
」

に

お

い

て

祭
礼
を

「

わ

た

す
」

と

い

う
行
動
が

記
録
に

表
れ

る

よ

う
に

な
る

。

こ

れ
ら
は

三

枝
が

指

摘
す
る

「

神
職

化
」

の

最
た
る

も

の

で

あ
る

が
、

「

神

職
化
」

は

祭
り

が

勃
興
し
た
こ

と

を

仮
定
し
た

上
で

の

指
摘
で

あ
る

故、

寺

院
運
営

を
し

て

い

た
西

京
神
人
に

と

っ

て

は

祭
り
を
行
う

こ

と

は

祭

祀
者
と

し
て

必

然
で

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

そ

れ
が

神
人
存
続
に

際
し
て
、

祭
祀
者

と

し

て

の

側
面
を

強
く

打
ち

出
す
こ

と

で
、

北
野
社
に

属
す
る

祭

祀
者
と

し
て

の

新
た
な

位

置
付
け

を

得
る
と

い

う
付
加
価
値
の

も

と

祭

礼
が
お

こ

な
わ

れ

て

い

た

と

言
え

る
。

　

故
に

瑞
饋
祭
は
近

世
期
の

西
京
神
人
の

展
開
に

伴
う

形
で
、

新
た

な
展

開
を

見
せ

る

こ

と
に

な
る

の

で

あ
る
。
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